
 外国語教育と言えばまず第一に頭に浮かぶのは英語かもしれませんが、近年では中国経済
の急成長を受けて、中国語の存在感が高まっています。 
 
 たとえばインドのカピル・シバル人的資源開発相は、公立学校に中国語教育を取り入れ、
その推進のために中国政府から協力を得ることを提案しました。インドが国をあげて中国語
教育に力を入れる背景には、若年層の人口拡大があります。今後も増加していく若者の就労
支援として、インド以上の急成長を遂げている中国経済で将来活躍できる人材を育てる狙い
があるのです。  
 
 もちろん中国語に限らず、新興国各国は英語教育に力を入れています。世界の英語力の指
標ともいえるＴＯＥＦＬの２０１０年の国別スコアでは、韓国が８１ポイント、中国７７ポ
イントと、日本の７０ポイントを大きく上回りました。  
   
 新興国の英語力が上昇している理由には、留学生の増加が関係しているようです。 
２０１０年度には、米国内の大学・大学院で学ぶ外国人留学生数において、初めて中国が 
１位となりました。２位はインド、３位は韓国、さらに台湾が日本を抜いて5位となってい
ます。中国、インド、韓国などの新興国は、優れた留学生を欧米に送り出し、彼らが最先端
の科学技術など身につけることで有能な人材が育つことを期待しています。  
   
 新興国の教育水準の飛躍的な向上によって、生産性及び技術力の向上も期待できるため、
今後ますます経済成長が期待できるでしょう。 
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